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平成24年度『施政方針』

「阿久根創造」元年から

「飛翔」の年へ施策を展開

２
月
22
日
の
第
一
回
定
例
市
議
会
で
西
平
良
将
市
長
が

平
成
24
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

※
掲
載
し
て
お
り
ま
す
施
政
方
針
は
、
原
文
を
要
約

し
た
も
の
で
す
。
原
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
役
所
総
務
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

本
年
は
、
阿
久
根
市
に
と
っ
て
市
制

施
行
60

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
ま
す
。
よ
り
高
い
目
標
へ
の「
飛
翔
」

を
目
指
し
、
本
市
の
当
面
す
る
課
題
や

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
直
な
対
話

昨
年
、「
み
ず
か
ら
の
ま
ち
は
み
ず

か
ら
つ
く
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
い

て
市
民
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
、
委
員
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
可
能
な
限
り
施
策
へ

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、昨
年
か
ら
「
市
長
と
語
る
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
も
継
続

し
て
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
直

な
対
話
に
努
め
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を

市
政
運
営
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

◇
職
員
の
給
与
及
び
市
役
所
の
機
構

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
厳
し
い
意
見
が
あ
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
市
長
の
給
料

当
面
す
る
課
題
や
施
策

を
20

％
、
副
市
長
と
教
育
長
の
給
料
を

10

％
、そ
れ
ぞ
れ
削
減
す
る
と
と
も
に
、

一
般
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
４
％
か
ら

10

％
ま
で
、
平
均
で
約
7.3
％
を
削
減
し

ま
す
。
併
せ
て
、
特
殊
勤
務
手
当
や
旅

費
制
度
の
見
直
し
を
進
め
、
経
費
節
減

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、市
役
所
の
機
構
改
革
と
し
て
、

水
産
林
務
課
を
新
規
に
設
置
し
、
商
工

観
光
課
を
独
立
さ
せ
、
森
林
整
備
と
関

連
し
た
水
産
資
源
の
確
保
な
ど
を
通
じ

て
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
水
産
業
の
再

興
を
目
指
す
と
と
も
に
、
商
工
業
及
び

観
光
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

尾崎公民館で行われた「市長と語る会」

◇
防　

災

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
平
成
24

年
度
は
標
高
を
示
し
た
看
板
を
沿
岸
地

域
に
あ
る
公
共
施
設
や
国
道
、
県
道
な

ど
の
電
柱
へ
設
置
し
、
特
に
津
波
に
対

す
る
警
戒
や
避
難
に
つ
い
て
注
意
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

◇
市
民
会
館
建
設

老
朽
化
し
た
市
民
会
館
の
建
替
え
に

向
け
て
、
建
設
委
員
会
（
仮
称
）
を
設

置
し
、
調
査
・
協
議
を
行
い
、
課
題
の

整
理
に
努
め
な
が
ら
、
早
期
建
設
を
目

指
し
ま
す
。

阿久根市防災訓練（川畑中区）

平成24年第１回定例市議会議で
施政方針を表明する西平市長
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西目小学校区の国道３号の
歩道を広くして、どんな人に
でも安全なまちになってほし
いです。
４月から中学生になるの
で、友達をたくさん作りたい
です。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会での義援金受付期間を平
成24年９月30日まで延長いた
します。引き続き市民の皆さ
まのあたたかいご支援をお願
いします。

東日本大震災義援金
（平成2４年２月29日現在）

１３,３５６,０５７円
※日本赤十字社を通じて、被災
された方々へ配分されます。

西に
し　

園ぞ
の　

和か
ず　

史し

さ
ん

西
目
小
６
年

義援金を受け付けています

今月の表紙

桑原城下区の赤坂五一さん
が40年近くかけて植えつけた
梅は約60鉢もあり、種類も豊
富です。毎年、多い日で１日
に100人を越す愛好家が訪れ
ています。大川診療所にも赤
坂さんから借用した梅の鉢植
えがあり、来院される患者さ
んを喜ばせています。

◇
道
路
整
備

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、
阿

久
根
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
鶴
川
内
Ｉ
Ｃ
間
の
4.2

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
平
成
26

年
度
、
野
田

Ｉ
Ｃ
か
ら
阿
久
根
北
Ｉ
Ｃ
間
の
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
平
成
27

年
度
、
そ
れ
ぞ
れ

供
用
開
始
に
向
け
た
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
阿
久
根
・
川
内
間
の
環
境
調

査
が
本
年
12

月
ま
で
に
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
整
備
区
間
格
上
げ
へ
一
歩

前
進
い
た
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
早

期
整
備
に
向
け
て
要
望
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

◇
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
、
経
営
安
定

基
金
の
全
額
を
赤
字
補
填
財
源
に
充
て

る
こ
と
が
決
定
し
、
厳
し
い
経
営
状
況

で
す
。

本
市
と
し
て
も
、
新
た
に
、
お
れ
ん

じ
で
つ
な
ぐ
あ
く
ね
交
流
事
業
な
ど
を

実
施
し
、
利
用
機
会
の
増
を
図
り
、
関

係
機
関
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
な
が

ら
、
マ
イ
レ
ー
ル
維
持
の
た
め
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
市
制
60

周
年
事
業

市
民
の
皆
さ
ま
が
融
和
と
協
調
を
深

め
、
一
丸
と
な
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
の
招
致

や
よ
し
も
と
新
喜
劇
の
公
演
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

◇
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し

て
、
新
た
に
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を

無
料
化
す
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

や
水
産
業
の
活
性
化
の
た
め
の
水
産
物

鮮
度
保
持
対
策
事
業
、
磯
焼
け
対
策
事

業
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
中
学

生
以
下
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、み
な
み
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

児
童
数
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
定
員

の
調
整
を
行
い
、
さ
ら
に
、
幼
保
一
体

化
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
、
当
分
の

間
、
公
立
で
運
営
し
ま
す
。

児
童
福
祉

おれんじ列車
（撮影地：高之口区）

75

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
人
間

ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
実
施
し
、
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
や
虚
弱
な
高
齢

者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
緊
急

通
報
装
置
運
営
事
業
の
普
及
や
要
援
護

者
訪
問
相
談
事
業
に
取
り
組
み
、
在
宅

で
常
時
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
支

援
策
と
し
て
、
介
護
手
当
額
を
増
額
い

た
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

的場いきいきサロン
（的場区）
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継続的で着実な改革を推進するため、議会を
はじめ市民の皆さまの一層のご理解、ご協力
をお願いします。

平
成
23

年
度
改
訂
し
た
「
あ
く
ね
元

気
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
健
康
増
進
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
保
健
推
進
員
と
一

体
と
な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
、
地
域
に
密
着
し
た
保
健

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
受
診

率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
が
ん

予
防
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
事
業
で
は
、
定
期

の
予
防
接
種
に
加
え
、
子
宮
頸
が
ん
、

ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ

ン
を
引
き
続
き
、
接
種
費
用
の
全
額
を

助
成
し
、
感
染
症
予
防
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

健
康
増
進

大川診療所で診察を受ける患者さん

大
川
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
週
５
日

の
診
療
体
制
と
な
り
、
こ
の
う
ち
火
曜

日
と
木
曜
日
に
つ
い
て
は
、
午
前
の
診

療
を
予
定
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
の
実

施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
医
療

各
集
落
な
ど
の
地
域
が
抱
え
て
い
る

人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

「
未
来
の
設
計
図
」
と
な
る
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）」
を
国
・
県
及
び
関
係
機
関
な
ど

と
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
経
営
の
改
善
を
目
指

し
、
昨
年
設
立
し
た
農
業
再
生
協
議
会

を
機
軸
と
し
、
行
政
と
農
業
団
体
な
ど

と
が
連
携
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
北
部
地
区
の
事
業
と
並
行
し
な

が
ら
、
阿
久
根
南
部
地
区
の
御
要
望
を

取
り
ま
と
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
緊
密
な
話
合
い
を
実
施
し

て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22

年
度
に
出
水
地
域
で

も
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
な

ど
の
防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

農　

業

き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
感

染
防
止
に
努
め
ま
す
。

竹
林
の
改
良
促
進
の
た
め
、
竹
チ
ッ

プ
用
搬
出
材
の
所
有
者
に
対
し
て
の
補

助
制
度
を
創
設
し
、
林
道
の
整
備
や
竹

林
の
改
良
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
林

産
物
の
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

林
業
振
興

水
産
物
の
鮮
度
保
持
対
策
と
し
て

新
た
に
氷
代
の
補
助
事
業
を
実
施
し
、

シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
な
ど
の
商
談
会
に

お
い
て
、
阿
久
根
産
の
水
産
物
を
積
極

的
に
宣
伝
す
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
水
産
資
源
の
確
保
・
拡
大
の

水
産
業

阿久根市のチップ工場への竹材入荷量
は、県内で最も多い（Ｈ23年県資料より）
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た
め
に
、
藻
場
の
回
復
や
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
で
の
種
苗
生
産
体
制
の
充
実
に

努
め
、
生
産
性
の
高
い
沿
岸
海
域
の
再

生
を
目
指
し
ま
す
。

阿
久
根
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、

現
在
、
事
業
者
に
計
画
の
策
定
を
委
託

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
得
て
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
周
辺
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
や
通
り
を
花
で
装
飾
し

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
空
き
店
舗
対

策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

観　

光
平
成
25

年
度
か
ら
市
営
寺
山
住
宅
の

１
棟
18

戸
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、

平
成
24

年
度
は
建
設
に
向
け
て
の
設

計
・
調
査
委
託
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
番
所
丘
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

住
環
境
対
策
な
ど

ゴ
ル
フ
場
を
改
修
し
て
公
認
コ
ー
ス
の

認
定
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
憩

い
の
場
と
し
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
市
民
の
文
化
を
育
み
瞳

輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、「
郷
土

の
教
育
的
伝
統
や
風
土
を
生
か
し
た
全

人
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
」
を
教
育

基
本
目
標
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
主
体
性
・
創
造
性
を
高
め
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
人
材
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

教
育
の
基
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
全
国
大
会
出

場
選
手
へ
の
遠
征
費
の
補
助
を
引
き
続

き
行
い
、
技
能
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

市内沿岸の海底で実施して
いるウニ生息の密度管理

ガネ作りを行うシルバー人材センター
女性会員と西目児童クラブの児童ら

以
上
、
市
政
の
推
進
に
当
た
っ
て

の
所
信
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
市
制

施
行
60

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た

り
、
多
く
の
先
輩
方
が
、
互
い
に
協
力

し
、
支
え
あ
い
、
困
難
に
耐
え
な
が
ら
、

今
日
の
阿
久
根
市
を
創
っ
て
来
ら
れ
た

こ
と
に
深
く
思
い
を
い
た
す
と
き
、
格

別
な
感
慨
を
お
ぼ
え
ま
す
。

時
代
は
ま
す
ま
す
混
迷
の
様
相
を
深

め
、
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
阿

久
根
市
の
過
去
の
歩
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
協
働
し
、
市
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
る
所
存
で
す
。

阿久根Ｊ.Ｖ.Ｃ（阿久根バレーボール
スポーツ少年団）選手の児童ら
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耐
震
化
・
大
規
模
改
修
工
事
を
終

え
た
ば
か
り
の
西
目
小
学
校
体
育
館

で
、
同
校
の
創
立
130

周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
在
校
生
や
保

護
者
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
、
卒

業
生
、
校
区
の
方
々
の
約
150

人
が
出

席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
同
校
出
身

の
佐
潟
武
さ
ん
（
ア
ク
ネ
大
使
）
が

メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

記念コンサートを行うＨＡＹＡＢＵＳＡ
メインボーカル　佐潟武さん（写真左）

西目小学校創立130周年記念式典に参加された方々

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
度
、
西
目

小
学
校
の
体
育
館
と
鶴
川
内
中
学
校
の

体
育
館
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
今

後
も
耐
震
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
化
工

事
を
進
め
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
図

り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
１
１
）

脇
本
小
５
年
生
の
児
童
が
、
昨
年
10

月
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
「
か
ご
し
ま
郷
土
芸
能
」
で

山
田
楽
を
披
露
し
、
好
評
を
博
し
た
こ

と
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
教
育

委
員
会
よ
り
、
い
き
い
き
教
育
活
動
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
28

日
、
児
童
を
代
表
し
て
「
親

鉦
」
を
担
当
し
た
京
田
萌
里
さ
ん
が
、

同
校
の
比
良
文
治
校
長
先
生
や
師
匠
の

松
﨑
勝
雄
さ
ん
と
一
緒
に
市
役
所
を
訪

れ
、
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

表彰を受けた京田萌里さんら

い
き
い
き
教
育
活
動
表
彰

脇
本
小
学
校
『
山
田
楽
』

西
目
小
・
鶴
川
内
中
体
育
館
の

耐
震
化
・
大
規
模
改
修
工
事
完
了

鶴川内中体育館（外観） 西目小体育館（内観）

鶴川内中体育館（内観） 西目小体育館（外観）

西
目
小
学
校
創
立
130
周
年

ま
た
一
歩
、歴
史
を
刻
む

26日
2月

まちの話題
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田
代
小
学
校
の
全
児
童
が
、
シ
イ
タ

ケ
の
コ
マ
打
ち
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
活
動

で
、
先
日
、
物
産
館
『
竹
ん
子
山
』
に

収
穫
し
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に

完
売
と
な
る
大
人
気
商
品
に
。
そ
の
収

益
で
今
回
の
原
木
を
購
入
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
電
動
ド
リ
ル
を
使
っ
て
原

木
に
穴
を
開
け
、
シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
を

丁
寧
に
木
槌
な
ど
で
打
ち
込
み
ま
し
た
。

山
下
小
学
校
で
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の

特
別
番
組
と
な
る
公
開
録
音
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
野
口
た
く
お
氏
の
進
行
で
、

同
校
の
三
尺
棒
踊
り
や
学
校
自
慢
な
ど

が
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
児
童
64

人
は
、
野
口
た
く
お

氏
の
お
も
し
ろ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
た
の
か
、
収
録
本
番
で
は
物

怖
じ
せ
ず
に
元
気
い
っ
ぱ
い
で
収
録
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

阿
久
根
小
学
校
で
、
阿
久
根
市
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
15

人
を
講
師
と
し
て

招
い
た
昔
遊
び
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
学
１
年
生
89

人
が
体
験
。

講
師
か
ら
こ
ま
回
し
や
ビ
ー
玉
、
メ

ン
コ
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
手
ま

り
な
ど
の
昔
遊
び
の
手
本
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
児
童
ら
は
「
や
っ
て
み
る
」「
ど

う
や
る
の
、
も
う
１
回
見
せ
て
」
と
夢

中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
福
祉
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
式

の
ほ
か
、
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

の
発
表
、
阿
久
根
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◇
阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

▽
赤
嵜
み
ゆ
き
▽
中
尾
美
保

▽
井
上
悦
子
▽
上
村
初
子

▽
中
尾
啓
子
▽
築
地
カ
オ
リ

福
祉
の
こ
こ
ろ
を
育
て
よ
う

福
祉
の
つ
ど
い

昔
か
ら
伝
わ
る
遊
び
を
満
喫

昔
遊
び
の
伝
承

（
阿
久
根
小
）

た
く
ち
ゃ
ん
山
下
小
で
出
前
授
業

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

特
別
番
組
公
開
録
音

電
動
ド
リ
ル
の
穴
あ
け
に
緊
張

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
打
ち

（
田
代
小
）

21日
2月

阿久根中学校吹奏楽部による演奏

講師からあやとりを教わる児童

原木に電動ドリルで穴を開ける児童

収録の合間にたくちゃんと遊ぶ山下小児童ら

まちの話題

28日
2月

22日
2月

12日
2月
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まちの話題 みんなのアルバム

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

みんなのアルバム

第59回県下一周市郡対抗駅伝競走
大会が、２月25日から29日までの５日
間で行われました。大会２日目は、市
役所前の中継所に大勢の方々が訪れ、
選手に温かい声援を送っていました。

沿道から温かい声援
『県下一周駅伝競走大会』

たすきをつなぐ出水チーム
（市役所前の第８中継所）

おひな様の飾りに興味津々

２月17日から３月23日まで、本町区
の松元のり子さんが、自宅２階を開放
して部屋いっぱいにきらびやかなおひ
な様を飾っています。松元さんが、市
内外の友人などに呼びかけたところ、
様々な種類のおひな様が集まり、展示
することができたとのことです。訪れ
た方はおひな様の姿にうっとりしなが
ら眺めていました。

お人形さんきれいだよ
『おひな様お飾り展』

卒業式で「仰げば尊し」を歌う鶴翔高校卒業生ら

３月１日、第５回鶴翔高校卒業式が

同校体育館で行われました。校長式辞

で米丸道郎校長先生は卒業生に「積極

的に人と人との『善意』の内輪の中に

入り、『善意』を持った社会人になっ

てほしい。」と話していました。157名

の卒業生は、保護者らが見守る中、未

来への希望を胸に３年間の思い出が詰

まった学び舎をあとにしました。

新たな希望を胸に
いざ、旅立ちのとき
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まちの話題 みんなのアルバム

２月５日、市総合体育館で阿久根
市長杯家庭婦人バレーボール大会が
開催されました。鋭いスパイクなど
が決まる度、大きな歓声やかけ声が
館内に響きました。大会には市内外
の７チーム、約90人が参加。白熱し
た好ゲームが展開されました。

熱 戦をくりひろげた
家庭婦人バレーボール市長杯

相手のスパイクを懸命にブロック
しようとする参加者

優勝したＡＦＣポルトスの選手ら

２月18日、19日に千鶴カップサッカー大会
（鶴の町商工会青年部主催）が、高尾野多目的
運動広場で開催されました。出水・川薩地区
の小・中学生クラブチーム約20チームが参加
し、阿久根市のＡＦＣポルトスが小学生の部
で見事優勝しました。

千 鶴カップサッカー大会小学生の部で優勝
～ＡＦＣポルトス（サッカー）～

２月11日、市総
合体育館でバス
ケットボール日本
リーグ２部、レノ
ヴァ鹿児島ＶＳ豊
田合成スコーピオ
ンズの試合が行わ
れました。接戦の
結果、レノヴァ鹿
児島は84－73で競
り勝ち、６連勝を
飾りました。
試合後に行われ

たレノヴァ鹿児島
の選手との握手＆
サイン会では、憧
れの選手に間近で
ふれ合えるとあっ
て、参加した子ど
もたちは大喜びで
した。

レノヴァ鹿児島が阿久根市でホームゲーム
（バスケットボール日本リーグ２部）

豪快なダンクを決めるレノヴァ
鹿児島のジョンソン選手

試合後に行われたレノヴァ鹿児島の
選手との握手＆サイン会

激しい攻防を繰り広げる試合展開
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鹿
児
島
い
ず
み
農
協
の
依
頼

で
、
鶴
翔
高
校
食
品
技
術
科
の
３

年
生
ら
が
『
紅
甘
夏
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
』
を
開
発
し
、
２
月
１
日
、
鶴

翔
高
校
に
て
同
商
品
の
引
き
渡
し

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

試
食
会
で
は
、「
紅
甘
夏
の
さ

わ
や
か
な
風
味
と
、
心
地
よ
い

サ
ッ
パ
リ
感
が
口
の
中
に
残
り
、

お
い
し
い
。」
と
好
評
で
し
た
。

『
３
年
Ａ
組
シ
リ
ー
ズ
』
は
、

平
成
２
年
か
ら
旧
阿
久
根
農
業
高

校
の
生
徒
が
実
習
で
作
成
し
て
き

た
も
の
を
同
校
が
引
き
継
い
で
い

る
ブ
ラ
ン
ド
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

開
発
は
今
回
が
初
め
て
。今
後
は
、

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
が
成
分
検
査

な
ど
を
行
い
、
商
品
化
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

３
年
生
の
岩
下
仁
さ
ん
は
、「
こ

こ
ま
で
完
成
す
る
の
に
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
が
、
後
輩
た
ち
に

は
、
魚
の
鱗
か
ら
取
れ
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
も
う
少
し

た
ん
白
な
味
に
な
る
よ
う
、
さ
ら

に
研
究
開
発
し
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

紅甘夏
ドレッシング♪

『鶴翔高校』が開発 紅甘夏

使用料金

一
人
乗
り　

２
０
０
円

二
人
乗
り　

３
０
０
円

番
所
丘
公
園
の
ゴ
ー
カ
ー
ト
発
着
場

の
事
務
所
外
壁
工
事
の
た
め
に
、
ゴ
ー

カ
ー
ト
場
を
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
３
月
13

日
か
ら
開
放
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
も
、
人
工

芝
の
全
面
張
替
を
行
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
新
し
い
人

工
芝
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
楽
し
く

プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
問
い
合
わ
せ
先

番
所
丘
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
３
７
７
７

番
所
丘

公
園　

お
待
た
せ
し
ま
し
た

ゴ
ー
カ
ー
ト
場
開
放
！

リニューアルしたパターゴルフ場 番所丘公園のゴーカート

鹿児島いずみ農協の内村正男組合長と、鶴翔高校の生徒

市役所からの

お知らせ

リニューア
ル

オープン！
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月日 対象地区名 時　間 場　　　所

4月18日
（水）

尻 無 上 9:00～ 9:10 表 川 内 公 民 館
南 畑 ・ 竹 之 迫 9:20～ 9:30 尻 無 消 防 詰 所
鈴 木 段 9:40～10:00 鈴 木 段 公 民 館
尻 無 下 10:10～10:20 尻 無 浜 公 民 館
的場･中屋敷･仲仁田 10:30～10:40 大川分団消防車庫前
川 畑 中 ・ 川 畑 10:50～11:00 川 畑 中 公 民 館
野 元 11:10～11:20 川 畑 正 雄 宅 前
長 迫 13:30～13:40 長 迫 公 民 館
牛 之 浜 13:50～14:10 牛之浜集落センター
大川島・馬見塚 14:20～14:30 大 川 島 公 民 館
飛 松 14:40～14:50 飛 松 公 民 館
高 之 口 15:00～15:10 高 之 口 公 民 館

4月19日
（木）

筒 田 9:00～ 9:20 筒 田 公 民 館
桐 野 下 9:30～ 9:40 桐 野 下 公 民 館
桐 野 上 9:50～10:00 桐 野 上 公 民 館
大渕川・瀬之浦上 10:10～10:30 瀬 之 浦 上 公 民 館
瀬 之 浦 下 10:40～10:50 瀬 之 浦 下 公 民 館
古 里 11:00～11:10 古 里 公 民 館
松 ヶ 根 11:20～11:25 松 ヶ 根 公 民 館

浦 13:40～14:00 浦 公 民 館
中 村 14:10～14:30 中 村 公 民 館
寺 山 14:40～14:50 寺 山 公 民 館

4月20日
（金）

倉 津 9:00～ 9:20 倉 津 公 民 館
遠 見 ヶ 岡 9:30～ 9:40 猿楽辰美宅前付近
佐 潟 9:50～10:00 佐 潟 公 民 館

潟 10:10～10:40 潟 公 民 館
大 丸 10:50～11:00 大 丸 公 民 館
上 野 11:10～11:20 上 野 公 民 館

4月22日
（日）

平日受けられない
方のために、日曜
日にも実施します。
都合の良い場所で
受けてください。

9:00～ 9:40

10:15～10:30

10:50～11:30

脇 本 地 区 公 民 館

大川分団消防車庫前

保 健 セ ン タ ー

月日 対象地区名 時　間 場　　　所

4月12日
（木）

八 郷 9:00～ 9:10 八 郷 公 民 館
小 漉 9:20～ 9:30 小 漉 公 民 館
大 漉 9:40～ 9:50 大 漉 消 防 車 庫 前
黒 之 上 10:00～10:10 黒 之 上 公 民 館
大 谷 10:20～10:30 大 谷 公 民 館
黒 之 浜 10:40～10:50 消 防 車 庫 前
深 田 11:00～11:10 深 田 公 民 館
槝 之 浦 西 11:20～11:30 槝 之 浦 西 公 民 館
槝 之 浦 東 13:30～13:40 槝 之 浦 東 公 民 館
脇本馬場・脇本浜 13:50～14:00 脇 本 馬 場 公 民 館
下 村 ・ 上 原 14:10～14:20 脇 本 地 区 公 民 館
永 田 上 14:30～14:40 永 田 上 公 民 館
永 田 下 14:50～15:00 永 田 下 公 民 館

4月13日
（金）

牟 田 9:00～ 9:10 牟 田 公 民 館
折 口 東 9:20～ 9:30 折 口 東 公 民 館
内 田 9:40～ 9:50 内 田 公 民 館
大 下 10:00～10:10 大 下 公 民 館
陳 之 尾 ・ 丸 内 10:20～10:30 陳 之 尾 公 民 館
折口ニュータウン 10:40～10:50 第 ２ 公 園 前
大 林 11:00～11:10 大 林 公 民 館
東 牧 内 11:20～11:30 東 牧 内 公 民 館
桑原城上･下･長谷 13:30～13:40 桑原城改善センター
牧 内 13:50～14:00 牧 内 公 民 館
大 尾 14:10～14:20 大 尾 公 民 館

段 14:30～14:40 元 公 民 館 跡 地

4月16日
（月）

波 留 9:00～ 9:30 波 留 公 民 館
大 田 9:40～ 9:50 大 田 公 民 館
園 田 10:00～10:10 園 田 公 民 館
羽 田 10:20～10:30 羽 田 公 民 館
横 手 10:40～10:50 横 手 公 民 館
宮 原 11:00～11:10 元 公 民 館 跡 地

栫 11:20～11:30 栫 公 民 館
米 次 13:30～13:40 米 次 公 民 館
尾 原 13:50～14:00 山村開発センター
田 代 中 14:10～14:20 田 代 中 公 民 館
田 代 下 14:30～14:40 田 代 下 公 民 館
木 佐 木 野 14:50～15:00 木 佐 木 野 公 民 館

4月17日
（火）

枦 9:00～ 9:10 枦 公 民 館
弓 木 野 9:30～ 9:40 弓 木 野 公 民 館
尾 崎 9:50～10:00 尾 崎 公 民 館
遠 矢 10:10～10:40 遠 矢 公 民 館
山 下 馬 場 10:50～11:20 新 城 公 民 館
萇 野 11:30～11:35 萇 野 公 民 館
高 松 13:30～13:40 高 松 公 民 館
本 町 13:50～14:00 本 町 公 民 館

浜 14:10～14:20 浜 公 民 館
新 町 14:30～14:50 コミュニティ新町

平成24年度　畜犬登録及び狂犬病予防注射日程表

愛
犬
家
の

皆
さ
ま
へ

「
犬
の
登
録
」
と

「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

◇
持
参
す
る
も
の

・
通
知
書
（
登
録
済
の
方
）

・
注
射
料
金

１
頭
に
つ
き
３
千
円

※
犬
が
未
登
録
の
場
合
は
、
同

時
に
登
録
で
き
ま
す
が
、
登

録
料
と
し
て
、
別
途
１
頭
に

つ
き
３
千
円
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課　

保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
）

市役所からの

お知らせ

犬の登録と
狂犬病予防注射
のお願いY

脇本海岸
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３
月
31
日
㈯
、
４
月
１
日
㈰
に

転
入
・
転
出
の
手
続
が
で
き
ま
す

阿
久
根
市
役
所
で
は
、
異
動
の
多
い

３
月
31

日
㈯
・
４
月
１
日
㈰
に
転
入
・

転
出
・
転
居
に
関
す
る
届
出
を
受
け
付

け
ま
す
。

手
続
に
は
、
印
鑑
や
身
分
を
証
明
す

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

◇
時
間　

８
時
30

分
か
ら

17

時
15

分
ま
で

◇
受
付
業
務

転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る
届
出
、

各
種
証
明
発
行

※
ま
た
、
市
民
環
境
課
で
の
転
入
・
転

出
・
転
居
の
手
続
に
伴
い
、

税
務
課
、
生
き
が
い
対
策
課
、

水
道
課
、
学
校
教
育
課

の
関
係
す
る
業
務
も
行
い
ま
す
。

※
な
お
、
届
出
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課　

住
民
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
１
・
１
４
２
２
）

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登

録
の
手
続
は
確
実
に

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に
出

し
た
り
廃
車
し
た
場
合
で
も
、
移
転
登

録
や
抹
消
登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。手

続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
め
に
必
要
な
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
普
通
自
動
車
は
鹿
児
島
運
輸
支
局
登

録
部
門
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

・
125

㏄
を
超
え
る
二
輪
車
お
よ
び
軽
自

動
車
は
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
４
０
１
１

・
125

㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
、
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
、
市
役
所
税
務
課

課
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
４
）

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
を

開
始
し
ま
す

◇
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫

◇
時
間　

８
時
30

分
〜
12

時

13

時
〜
17

時
15

分

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く
。

◇
場
所　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

◇
縦
覧
で
き
る
範
囲

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人
の

資
産
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確
認

で
き
る
よ
う
に
「
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」、「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

に
よ
り
類
似
す
る
土
地
、
家
屋
の
評

価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
床

面
積
、
評
価
額

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
納
税
義
務

者
名
、
登
記
名
義
人
名
は
記
載
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
縦
覧
は
期
間
中
に
限

り
無
料
で
す
。

■
土
地（
家
屋
）価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
本

人
の
「
課
税
台
帳
」
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
借
地
人
、
借
家
人
は
、
そ
の
対

象
部
分
の
み
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
閲
覧
は
縦
覧
期
間
に
か

か
わ
ら
ず
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

が
、
縦
覧
期
間
中
は
無
料
、
期
間
外

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

路
線
価
図
（
市
街
地
）
に
お
い
て
、

標
準
宅
地
の
所
在
を
公
開
し
、
そ
の
価

格
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
標
準
宅
地
の
価
格
を
記
載
し

た
書
面
も
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
縦
覧
、
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
な
ど
に
お
越
し
の
際
は
、
本
人

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑

と
お
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
、
課
税
明

細
書
（
平
成
24

年
度
納
税
通
知
書
と
課

税
明
細
書
は
４
月
中
旬
に
送
付
予
定
）

ま
た
は
、
免
許
証
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合

は
、
縦
覧
さ
れ
る
方
の
委
任
状
が
必
要

で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
５
・
１
４
４
６
）

お知ら
せ

お知ら
せ

お知ら
せ

Akune City
Information

市役所１階の窓口
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阿
久
根
市
教
育
委
員
会
は
、
国
・
県

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
進

め
「
郷
土
の
教
育
的
伝
統
や
風
土
を
生

か
し
た
全
人
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
」

を
基
本
目
標
に
、
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
教
育
委
員
会
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
そ
の
①
『
教
育
委
員
会
』

教
育
委
員
会
は
、「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
教
育
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る

た
め
設
置
さ
れ
る
合
議
制
の
機
関
で
す
。

阿
久
根
市
の
教
育
委
員
会
は
５
人
の

委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
②
『
教
育
委
員
』

教
育
委
員
は
、
教
育
、
学
術
お
よ
び

文
化
に
関
し
て
識
見
を
有
し
て
い
る
方

を
市
長
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
③
教
育
委
員
長

教
育
委
員
長
は
、
教
育
委
員
の
中
か

ら
互
選
で
選
ば
れ
、
教
育
委
員
会
の
会

議
を
運
営
し
、
教
育
委
員
会
を
代
表
し

ま
す
。

・
そ
の
④
教
育
長

教
育
長
は
、
教
育
委
員
長
以
外
の
教

・
そ
の
⑤
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局
は
、
教
育
長
の

統
括
の
も
と
、
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
、
教
育
総
務
課
、
学
校
教
育

課
、生
涯
学
習
課
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
４
つ
の
課
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
⑥
各
課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◇
教
育
総
務
課（
課
長　

馬
見
塚
啓
一
）

教
育
総
務
課
は
、
教
育
委
員
会
の
開

催
、
教
育
長
の
補
佐
、
教
育
行
政
の
企

画
立
案
、
教
育
予
算
の
調
整
、
就
学
援

助
費
の
支
給
、
奨
学
金
貸
付
業
務
、
学

校
施
設
の
管
理
・
運
営
な
ど
が
主
な
業

務
で
す
。

現
在
、
各
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
て

い
る
耐
震
化
・
大
規
模
改
修
事
業
な
ど

も
当
課
の
業
務
の
一
つ
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
教
育
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
や
相
談
な
ど
、『
教
育
総
務
課
』

が
代
表
し
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
学
校
教
育
課
（
課
長　

盛
島
正
行
）

学
校
教
育
課
は
、
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
や
生
徒
指
導
、
保
健
・
体
育
・
安

全
指
導
、
転
入
学
や
就
学
事
務
な
ど
に

関
す
る
業
務
と
小
・
中
学
校
教
職
員
の

定
数
管
理
や
校
内
研
修
、
教
科
研
修
、

管
理
職
研
修
な
ど
で
の
指
導
助
言
な
ど

が
主
な
業
務
で
す
。

ま
た
、外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

ダ
ン
先
生
に
よ
る
小
・
中
学
校
で
の
外

国
語
指
導
補
助
も
、
学
校
教
育
課
の
業

務
の
一
つ
で
す
。

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
所
長　

上
野
教
次
）

学
校
給
食
の
内
容
充
実
を
図
り
、
安

心
・
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
献

立
の
工
夫
、施
設
整
備
の
適
正
な
管
理
、

食
材
料
の
安
全
確
保
と
適
正
な
調
達
、

地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
生
涯
学
習
課
は
６
月
号
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

育
委
員
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
が
任
命

し
、
教
育
委
員
会
の
指
揮
監
督
の
も
と

に
、
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
全
て
の

事
務
を
執
行
し
ま
す
。

◇
教
育
長　

原
田
正
美

教
育
委
員
会
は
、
明
る
い
挨
拶
、

組
織
一
丸
と
な
っ
た
取
組
、
現
場
主

義
な
ど
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
学
力
向
上
等
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

阿久根市教育委員会事務局です

（教育総務課・学校教育課）

各 課 紹 介各 課 紹 介
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Ｑ
１　

な
ぜ
、
今
ご
み
の
減
量
化
の

取
組
が
必
要
な
の
で
す
か
。

資
源
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

限
り
が
あ
り
ま
す
。
全
国
で
も
そ
の

限
り
あ
る
資
源
を
節
約
し
、
同
時
に

ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費
を
削
減
す

る
た
め
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
で
す
。

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
は
、
経
費

削
減
だ
け
で
な
く
、
環
境
へ
も
多
く

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
阿
久
根
市
・
出
水
市
・

長
島
町
の
２
市
１
町
が
一
体
と
な
っ

て
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や
貴
重
な
資

源
の
再
利
用
な
ど
の
活
動
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、『
ご
み

減
量
大
作
戦
』
の
展
開
を
こ
こ
に

宣
言
し
ま
す
Y

Ｑ
２　

現
在
の
ご
み
処
理
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

阿
久
根
市
、
出
水
市
及
び
長
島
町

の
ご
み
は
、
２
市
１
町
で
構
成
す
る

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
処
理
量
に
つ
い
て
は
、

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
向
に

転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
全
体
的
に
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
中
に
は

再
生
可
能
な
紙
類
が
、
不
燃
物
の
中

に
は
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
び

ん
類
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
混
入
し
て
い

ま
す
。
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
さ
ら

な
る
ご
み
の
分
別
徹
底
と
減
量
化
の

取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
ご
み
減
量
大
作
戦
』

ご
み
処
理
の
状
況

Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度

出 水 市

家 庭 ご み
（トン） 10,911 10,629 10,007 9,908 9,933 

事業所ごみ
（トン） 8,630 7,097 6,565 6,628 6,825 

人 口
（人） 57,997 57,561 57,106 56,525 56,032 

阿久根市

家 庭 ご み
（トン） 4,291 4,241 4,155 4,140 4,074 

事業所ごみ
（トン） 3,248 3,236 3,187 3,174 3,213 

人 口
（人） 24,951 24,595 24,206 23,887 23,526 

長 島 町

家 庭 ご み
（トン） 1,491 1,531 1,432 1,544 1,633 

事業所ごみ
（トン） 774 810 699 747 788 

人 口
（人） 12,548 12,043 11,892 11,751 11,666 

阿っくん

『
ご
み
減
量
大
作
戦
』を
決
行

出
水
市
・
阿
久
根
市
・
長
島
町



17 Akune

業
所
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
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国
道
389

号
の
花
壇
に
花
を
咲
か
せ 

続
け
て
き
た
「
花
を
咲
か
せ
隊
」
の
設
立 

10

周
年
を
記
念
し
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を 

学
ぶ
「
花
と
歴
史
の
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◇
日
時　

３
月
25
日
㈰　

８
時
受
付

９
時
ス
タ
ー
ト

◇
集
合
場
所　

脇
本
地
区
公
民
館（
三
笠
支
所
）

◇
コ
ー
ス

脇
本
地
区
公
民
館
を
発
着
点
に
、
国
道
389

号
折
口
多
田
交
差
点
を
折
り
返
し
、
糸
割

渕
古
墳
群
、
寺
島
宗
則
旧
家
な
ど
の
歴
史

を
学
ぶ
約
10
㎞
（
約
３
時
間
）。

◇
持
参
す
る
も
の　

雨
具
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

石
澤
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
１
７
３
４

太
田
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
０
０
１
８

双
津
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
１
２
１
９

花
と
歴
史
の
ウ
ォ
ー
ク（
第
１
回
）

花
を
咲
か
せ
隊
設
立
10
周
年
記
念

　らしの情報くs「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

◇
販
売
日
時　

４
月
19
日
㈭　

９
時
〜
13
時

◇
場　
　

所　

農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◇
本　
　

数　

６
千
本
程
度

◇
単　
　

価　

１
本
20
円

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
販
売
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
苗
が

無
く
な
り
次
第
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
１
９
１

８
月
咲
き
小
ギ
ク
苗
を
販
売
し
ま
す

３
月
末
ご
ろ
か
ら
、
民
生
委
員
な
ど
が 

65
歳
以
上
の
要
援
護
者
を
対
象
に
、
緊
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

◇
配
布
す
る
物

・
保
管
容
器

・
ス
テ
ッ
カ
ー
（
玄
関
お
よ
び
冷
蔵
庫
用
）

・
医
療
情
報
カ
ー
ド

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課　

高
齢
者
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
４
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

の
お
知
ら
せ

配布予定の救急
医療情報キット

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
請
求

の
受
付
は
平
成
24
年
３
月
31
日（
消
印
有
効
）

ま
で
で
す
。
平
成
22
年
６
月
16
日
に
ご
存
命

で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
（
同
日
以
降
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
相
続
人
）
が
対
象
で
す
。

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
日
は
９
時
か
ら

18

時
ま
で
受
付
（
土
日
祝
日
は
除
く
）。
た

だ
し
、３
月
31
日
㈯
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

☎
０
５
７
０（
０
５
９
）２
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３
（
５
８
６
０
）
２
７
４
８
（
Ｉ
Ｐ
）

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

の
皆
さ
ま
へ

銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
原
則
所
有
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
董
品
な
ど
と
し
て

価
値
の
あ
る
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
県
教
育

委
員
会
で
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
審
査
会
が
、
県
青

少
年
会
館
で
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
審
査
日
時
（
10
時
〜
15
時
）

・
平
成
24
年
５
月
８
日
㈫

・
平
成
24
年
７
月
10
日
㈫

・
平
成
24
年
９
月
11
日
㈫

・
平
成
24
年
11
月
13
日
㈫

・
平
成
25
年
１
月
８
日
㈫

※
問
い
合
わ
せ
先

県
教
育
庁
文
化
財
課　

指
定
文
化
財
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
の

ご
案
内

平
成
24
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
（
院

卒
者
試
験
、
大
学
卒
程
度
試
験
：
国
家
公
務

員
総
合
・
一
般
職
、
皇
宮
護
衛
官
、
法
務
省

専
門
職
、
財
務
専
門
官
、
国
税
専
門
官
、
食

品
衛
生
監
視
員
、
労
働
基
準
監
督
官
、
航
空

管
制
官
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
受
験

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
に
な
り

ま
す
。
詳
細
は
直
接
、
お
問
い
合
わ
せ
に
な

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局　

第
二
課
試
験
係

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

http://w
w
w.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

国
家
公
務
員
試
験
の
ご
案
内

◇
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

・
受
付　

４
月
27
日
㈮
ま
で

・
応
募
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
22
歳
未
満
の
者
は
、
大
卒
（
見
込
含
）

◇
自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
受
付　

４
月
４
日
㈬
ま
で

・
応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

◇
自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

・
受
付　

４
月
４
日
㈬
ま
で

・
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
者

※
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
ま
た
は
55
歳
未

満
の
者

※
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊　

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

川
内
出
張
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
２
４
０
１

・
市
民
環
境
課　

住
民
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
１
・
１
４
２
２
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

お
よ
び
予
備
自
衛
官
補
の
募
集

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
25
日
㈰　

12
時
受
付

◇
場
所　

北
さ
つ
ま
漁
協　

２
階
会
議
室

◇
金
額
（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
料　

９
千
円

・
失
効
講
習
料　

１
万
５
千
円

◇
持
参
品　

更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

※
問
い
合
わ
せ
先　

北
さ
つ
ま
漁
協
総
務
課

海
技
免
状
の
更
新
・

失
効
講
習
の
ご
案
内
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図書館へ行こうY
　旅行気分を味わう一冊
暖かい季節になると、億劫だっ

た外へのお出掛けも楽しみへと変
化します。館内では、旅行体験エッ
セイや桜の写真集など、「今すぐ
旅行に行きたくなるY」コーナー
を設置。ぜひ、ご利用ください。

　新刊案内
・『眺望絶佳』 中島京子（著）

世界はもう、かつてと同じ場所で
はない。もの悲しくも優雅な、東京
タワーとスカイツリーの往復書簡。
2011年の静謐と小さな奇跡を切り
とった、「東京」短編集。

・『サラの柔らかな香車』 橋本長道（著）
プロ棋士を目指して挫折した26歳
の瀬尾は、自暴自棄に暮らす日々の
中で、ブラジル生まれの美少女サラ
に出会う。サラに瀬尾が将棋を教え
ると、彼女は徐々に強くなり…。「才
能」のあり方を厳しく問う青春小説。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　 1月21日～2月19日に図書館で行われた
阿久根市読書活動展覧会

・『きなりの雲』 石田　千（著）
古びたアパートの住人たち。編み

もの教室に通う仲間たち。恋を失く
し、すさんだ気持ちからようやく顔
を上げたとき、もっと大切なものが
見つかって…。愛おしい人たちとの
かけがえのない日々を描く。

・『給食室の日曜日』 村上しいこ（作）
ここはせんねん町のまんねん小

学校。調理器具と調味料たちは、今
年いっぱいで引退する給食のおば
ちゃんにオムライスを作ることにし
ました。しかし、みんなの間では包
丁が捨てられるという噂が流れて 
いて…。

森林林業の振興に
多大な貢献

－鳥獣保護・狩猟－
阿久根猟友会会長の牧尾正

恒さんが、森林林業功労者と
して表彰されました。
牧尾さんは猟歴43年間、無

事故・無違反で狩猟を行い、
阿久根猟友会の会長だけでなく、出水支部長
や県の副会長、県の理事などを務め、地域の
狩猟団体育成を図る一方、16年間にわたって
鳥獣保護員としても活動されるなどの功績が
認められての受賞となりました。

優れた林業経営と
地域林業の振興に貢献
芝越博美さんが、県知事が

認定する「指導林家」に認定
されました。
芝越さんの優れた林業経営

や林業後継者の育成指導、地
域林業の振興に貢献している
ということが認められての認
定となりました。

牧尾正恒さん
（大尾区）

芝越博美さん
（米次区）

※問い合わせ先　農政課　林政係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１１３１）

地域林業振興の
中心的な担い手として
吉野浩司さんが、県知事が

認定する「青年林業士」に認
定されました。
吉野さんが若い林業従事者

としてだけでなく、地域林業
を振興する中心的な担い手と
して林業活動を行っているこ
とが認められての認定となり
ました。

吉野浩司さん
（新町区）

県森林・林業振興大会

２月８日、かごしま県民交流セン
ター（鹿児島市）で開催された県森林・
林業振興大会において、３名の方が県
から表彰・認定されましたのでご紹介
いたします。

市内全小・中学校、
総数321点の作品で
彩られました。



は

ゆ

ま
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

野の

添ぞ
え　

有ゆ

希き

子こ
　

さ
ん
™6

◇趣味は何ですか・・・
好きなことはテニス、旅行
◇理想のタイプ
尊敬できるところがある方
◇阿久根について一言・・・
海の幸が豊富。子どもが元気で素直Y
とても住みやすいです。

◇将来の夢は何ですか・・・
仕事人としても女性としても日々成長
できたらいいなと思っています。
◇このごろ気になる出来事は
ホワイトタイガーの赤ちゃん公開♪
（平川動物公園）

私たちは上野高齢者学級です。毎月１回、テーマをもっ

て学習しています。先日は、市役所の市民出前講座を活

用して学習会を行いました。会員は64名で、毎回30～

40名ほどが参加。学習後は、時間を忘れて茶飲み話で

大盛り上がりです。会長の松﨑敏嗣さんは「いつも会員

の皆さんが元気に参加してくれるから助かります。」と

話していました。

【活　　動】毎月１回

【活動場所】上野自治公民館

上野高齢者学級
サークル紹介

阿久根阿久根

うに丼祭り
４月１日㈰～５月��日㈰

※問い合わせ先
　  阿久根市観光協会　☎０９９６－７２－１１８５

阿久根

うに丼祭り
４月１日㈰～５月��日㈰

※問い合わせ先
　  阿久根市観光協会　☎０９９６－７２－１１８５

３
月
25
日
㈰

イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
Y

■
『
春
の
市
』
＆
『
軽
得
楽
市
』

本
町
通
り
で
開
催
さ
れ
る「
春
の
市
」

と
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
新
鮮
な
農
産

物
、
海
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
「
軽
得

楽
市
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
『
く
ぁ
か
ら
ん
じ
ょ
ふ
る
さ
と
市
』

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
間
に
、

広
域
農
道
沿
い
の
会
場
で
、
農
産
物
を

直
売
す
る
『
く
ぁ
か
ら
ん
じ
ょ
ふ
る
さ

と
市
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
『
た
け
の
こ
祭
り
』

午
前
９
時
か
ら
、
弓
木
野
区
民
が
総

出
で
釜
ゆ
で
し
た
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
販

売
さ
れ
る
『
た
け
の
こ
祭
り
』
が
、
弓

木
野
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

鹿児島県立野田女子高等学校同窓会
平成２４年度　定期総会

期　　日　　平成２４年４月２２日（日）
慰 霊 祭　　９：００～　　慰霊碑前庭
総　　会　　受　付　　　９：３０～　　鶴丸会館
　　　　　　開　会　　１１：００～
　　　　　　懇親会　　１２：３０～
※４月１０日（火）までに下記宛ご連絡ください。
　℡ 84－2074　　fax 84－2161（同窓会係）
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